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　今回の増刊号のテーマはホルモン療法である．ホルモンとは特定の細胞でつくられ血流で全
身に運ばれてホルモン標的臓器（細胞）に作用して特定の応答を引き起こす物質と定義されてき
た．ホルモン作用は多岐にわたることが多いが，ホルモンにはそれぞれ受容体があって血中に
ホルモンが分泌または投与されても標的細胞が受容体を発現していないと十分に作用が発揮さ
れない．そのためホルモンを投与する前には，ホルモン受容体発現の月経周期や妊娠週数や年
齢などによる修飾を考える必要がある．臓器により感受性が異なるホルモン剤も開発されてい
る．投与法に関しても考える必要があって，従来のホルモン剤の内服や注射などの全身療法だ
けではなく，貼付剤や塗り薬，点鼻薬や子宮内システムなどの局所療法が開発され選択肢が広
がっている．局所療法は今や広く使われ，ホルモンは全身作用というイメージを変えている．
産婦人科領域では視床下部-下垂体-卵巣-子宮内膜という重要な軸があり，女性の身体は様々
なホルモンによりコントロールされている．最近ではキスペプチンなど視床下部の研究が進
み，思春期や排卵や更年期障害などの事象も解明されつつある．ホルモンというと排卵・受
精・着床などの生殖内分泌領域や月経前緊張症，更年期障害などの女性医学領域だけに関係し
ていそうだが，妊娠の成立，妊娠中の機能維持，分娩などの周産期領域，さらには子宮筋腫や
子宮内膜症，子宮腺筋症，ホルモン感受性腫瘍，ベストサポーティブケアなどの腫瘍領域にも
大きく関与している．各領域で新しい薬が開発されていて，最新かつ最善のホルモン療法をマ
スターすることは女性を診療するうえで大きな武器になる．
　ただ，実際にホルモン剤を使用するとなると不安を抱き投与したくないと考えるのは患者側
だけでなく医師側にも多い．確かに深部静脈血栓症などの副作用はみたくないが，適切な症例
に安全な方法で投与し，十分に患者教育して適切に管理することにより副作用の回避は可能で
ある．本増刊号はホルモン療法を安心して安全かつ有効に使っていただくために，最新のホル
モン療法のメカニズム，適切な症例，効果，処方例，管理法などを各領域のエキスパートにま
とめていただいた．多くの医師がホルモン療法に習熟し，多くの患者がその恩恵を受けること
を期待して止まない．
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